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　SDGsの目標十二「つくる責任、つかう責任」は、私達にとって

非常に身近な課題であると私は考える。おそらく、消費期限、賞

味期限を過ぎた食品や食べ残しなどを捨てた経験のある人が大

半だと思うからだ。このような食品ロスは、私達一人一人が自分

事と捉え、向き合っていかなければならない課題だと私は思う。

　学校の授業で、目標十二について具体的な解決策を考える機

会があったため、私はこの夏休みに、「冷蔵庫内のすべての食品

の消費期限、賞味期限を確認し、期限が近いものを書き出して

冷蔵庫に貼る」という取り組みの実施によって、家庭内での食品

ロスの削減を図った。

　実施前の一週間と実施後の一週間の食品廃棄量を計測した

ところ、実施前は合計約六〇〇グラムだったのに対し、実施後は

ゼロだった。これによって、私が行った取り組みは、効果的であ

ると分かった。

　この取り組みをやってみて、私が感じたことは二つある。

　一つ目は、小さなことでも実行してみて、身近なところから改

善していくことが重要だということだ。一週間での食品ロスが、

実施後は実施前より六〇〇グラム近く減ったことから計算する

と、一年間継続すれば約三〇キログラムの食品ロス削減ができ

るという結果となる。もし、この取り組みを社会全体に拡められ

れば、かなりの量の食品ロスを減らし、環境への負荷や資源の無

駄遣いを減らすことができる。簡単なことでも実行し、それを継

続して、周りに拡めていくことで、世界の現状を改善していきた

いと思った。

　二つ目は、家庭内での食品ロス解決においても、「見える化」

が大事であるということだ。消費期限、賞味期限を書き出すよう

になる以前は、消費期限、賞味期限切れが原因で捨てることに

なる食品が多くあったが、冷蔵庫の中の早く食べなければならな

い食品が一目で分かるようにすると、食品ロスが減り、「食べ物

を捨てないようにしよう」と意識することも増えた。そのため、

分かりやすく整理し、工夫を凝らすことが、課題を解決していく

時に非常に大切だと気づいた。

　私は、実際に行動を起こしたことで、SDGsの目標を、自分に

深く関係していることだと捉え、意識しながら生活することがで

きるようになった。世界が抱えている課題は、一人だけの力で解

決することは決してできないので、一人一人が課題と向き合い、

行動に変え、社会全体で取り組んでいくことが必要になる。だか

らこそ私は、積極的に問題を探して向き合い、周りに協力を求め

ることで、解決へ向けて努力していきたいと思う。

　僕の家は決してお金持ちではない。しかし、それでも僕は恵ま

れている、と言い切れるには理由がある。

　それは14歳の春、「空飛ぶ車いす活動」でベトナムの都市ホー

チミンを訪れた時のことだった。「貧困」という言葉の本当の意

味を、僕は痛感した。「空飛ぶ車いす活動」というのは、日本で使

われなくなった車いすを工業高校が分解・整備・再生し、アジア

諸国で必要としている方へ届けるというボランティア活動だ。参

加した動機は、毎日学校と野球の練習で疲れていたので、気分

転換にという漠然としたものだった。

　ホーチミンの中心部は、新しい建物が並んでおり、車やバイク

が行き交うとても活気がある街だった。ところが、1つ裏通りに入

ると、景色がガラッと変わった。古びた服を着た素足の子供や、

白髪のお年寄りが地面に座っていた。道も舗装されておらず、歩

きにくい。あまりの風景の落差に驚いていると、突然「マネー」と

声をかけられた。振り返ると、まだ7歳ぐらいの女の子が、小さな

赤ちゃんを抱きながら手を前にし、お金をねだってきたのだ。怖

くて走り去ろうとした僕は、一瞬その子と目が合った。ひどく悲

しく、やるせない気持ちになった。

　ベトナムは経済発展の段階にあり、物価が高騰してきている。

そのため、物価上昇についていけず、貧困状態に陥る人も多い。

高収入を得ようにも、教育が不十分。学べる機会に恵まれたとし

ても、それを活かす産業がない。

　あまりにも問題が大きすぎる。個人にできることなんてあるの

だろうか。野球しかやってこなかった僕にできることなんて、な

おさら無いだろう。

　野球？そうだ。「空飛ぶ車いす活動」、あれを普段使っているグ

ローブにも適用できないだろうか。もともとグローブは衝撃に強

く、耐久性が高い。メンテナンスさえすればいつまでも使い続け

ることが可能だ。ものによっては１つ数万円以上する、高級品で

ある。調べてみると、ベトナムでは2022年から野球選手権が開

催されているらしい。野球というスポーツが、これから広がって

いくと思う。

　アイデアはこうだ。部活動で不要になったグローブの寄付を日

本各地に呼びかける。修理は協力してくれる団体にお願いし、そ

れらをベトナムに寄付する。ベトナムで役目を終えたグローブ

は、財布としてアップサイクルが可能だ。ひょっとすると靴も作れ

るかもしれない。僕が独自の革産業を発展させるための起点と

なり、その日暮らしの人々を少しでも笑顔にする未来があるので

はないか。

　野球を通してベトナムと文化交流を行い、使った道具は廃棄す

るのではなく、産業として活用する。これで本当にベトナムの貧

困問題が解決できるかといえば分からない。ただ、野球が盛りあ

がり、いつか日本とベトナムで試合が出来ると考えるとわくわく

する。そして、僕もいつか自分のグローブを財布にして、得たお金

をあの時の女の子に渡したいと思う。

　私はこの地球が、今よりももっとよくなってほしいと思いま

す。しかし、どうやら地球は私の思いと逆の方向に進んでしまっ

ているようです。これから生まれる命が快適に過ごせるようにす

るために、行動を起こすときが来ているようです。

　みなさんご存じの通り、マイクロプラスチックとは紫外線や波

によって五ミリメートル以下まで細かくなったプラスチックのこ

とを指します。マイクロプラスチックの海洋流出により、海の生

体系に大きな影響を及ぼしてしまっており、環境や人体にも少な

からず影響を与えてしまう可能性も十分にあります。決して私達

に関係のないことではないのです。何とかしなくてはいけませ

ん。

　私がこう考えるようになったきっかけは、小学六年生の頃に環

境活動家の露木志奈さんと会ったことです。露木さんは今の地

球が「このままではもたない」と大学生で講演活動を始めまし

た。そこで私は地球の現状について知りました。今まで気が付か

なかった環境問題にも気付かされました。その時露木さんはま

だ小学生だった私でもできることがあるということをたくさん教

えてくれました。

　私が露木志奈さんと会って感じたことは、行動を起こすのに

早すぎることはないということです。露木さんは「大学は待って

くれるけど地球は待ってくれない」と休学をしてまで行動を起こ

しています。今目の前で壊れてゆく地球を前に、自分には何がで

きるのかを考えた結果だったのではないかと思います。

　私も「自分には何ができるのか」を考えたとき、一番すぐにで

きると思ったのは、「身近なところから変えていく」ことです。そ

こで私は発泡スチロールに目をつけました。私の祖母は植物が

好きで、たくさんの花を育てています。しかし、植木鉢のかわり

として発泡スチロール箱が使われていたのです。発泡スチロー

ルは細かいプラスチックのつぶが集まってできています。少しで

も衝撃を与えてしまうと欠けて粉々になり、マイクロプラスチッ

クと化してしまうのです。風などで川や海に流されてしまっては

大変です。そこで私は本などを用いて、祖母を説得することにし

ました。初めは理解ができずに面倒くさがっていたものの、最後

には納得し、今後は使わないようにすると約束してくれました。

とても身近なところで海洋プラスチックゴミを減らすことができ

たのです。

　私の好きな言葉に、露木さんの「大人になるまで待たなくてい

い」があります。本当にその通りだなと思います。全てを変えら

れなくても、私のようにできることが身近にあるかもしれませ

ん。子どもだからできないではなく、子どもでもできることを探し

て、地球をもっとより良くしていきたいと思います。小さな力で

もそれが集まれば、世界を変えるほどの大きな力にすることが

できるのです。

　「ウミガメの未来を必ず守るからね。」私はこう心の中でつぶ

やきながら、ゴミ袋に次々とゴミを集めていた。

　私の住んでいる三重県は工業地帯が有名で、四日市コンビ

ナートには、日本の大手企業がある。臨海部には石油化学コンビ

ナート、そして内陸部には半導体メモリー工場、電気機械、食品

など多くの会社があり、ものづくりがさかんだ。夜になると、煙

突などがライトアップされ、工場夜景を楽しむことができる。ま

た、鈴鹿市も自動車メーカーの工場があり、自動車部品をはじめ

とした製造業が多い。

　このような工業地帯である三重県の海岸にはたくさんのゴミ

が流れついていた。そのせいで、ウミガメや魚の死がいが砂浜へ

あがり、体内からはプラスチックゴミが確認されたそうだ。それ

だけでなく、近年はウミガメの産卵も確認できなくなりつつある

のだ。このような状態では、これからも多くの魚が苦しみ、いつ

かウミガメはいなくなってしまうのかもしれない。

　私は、日頃からSDGsに興味があり、SDGsで地球に貢献でき

ると知り、出来ることから少しずつ取り組んでいた。しかし、海

では、ポイ捨てされたペットボトルなどのプラスチックが流され、

海洋プラスチックゴミとなり、海中に蓄積されているニュースを

よく耳にするようになった。そして、SDGsについての本から世界

のクリーンウォータースコアは高くなく、深刻な課題があること

を知った。そこから、私も身近な場所から海をきれいにしたいと

思うようになった。

　そんなある日、祖父母の家で広報を見つけた。なにげなく目を

通していると、「吉崎海岸の早朝清掃・環境学習」という文字が

飛びこんできた。そこには、海岸を保全するため、清掃と外来植

物の駆除をし、その後海に関する楽しい勉強会を開さいします、

と書かれていた。「これだ！」と私はひらめいた。そして、イン

ターネットでもこの取り組みをリサーチした。そこで、海の豊か

さを取り戻すために、ウミガメ保存会の人々が立ち上がったこと

を知った。工業地帯の四日市ではあるが、今は生物が多様に共

生できるよう保全していて、吉崎海岸は環境省から「自然共生サ

イト」として認定されたそうだ。

　私は今、その清掃活動に参加できてとてもほこりに思ってい

る。海岸には、たくさんのゴミが落ちていた。ペットボトルがくだ

けて細かくなった破片も一つ一つ目をこらして、ていねいに拾っ

ていった。その日は多くの人が参加していたので、数時間で海岸

がきれいになった。

　最後に、海はつながっているので、三重だけでなく全世界の

海が少しずつ美しくなり、砂浜でウミガメに会うことが私の望み

だ。

　「ウミガメ、戻ってきてね。ウェルカメ。」
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